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的にも余裕のあるアラブ湾岸諸国が、なぜシリア難民を受け入れないのか、との批判も多い。だが岸産油国が難民を受け入れ 可能性は、今後も低いと思われる。難民支援への意識 低いこと 長期滞在の移民労働者にも国籍 与えない厳格な入国管理政策 また湾岸諸国自体、資金提供などの形で間接的にシリア紛争自体に関与しており、難民受入により反動勢力の入国や治安悪化を懸念することなどが理由に挙げられる。湾岸研究所が発表したレポートでは 二
〇一一年以降、サウジアラビアは二五〇万人、アラブ首長国連邦は一〇万人以上のシリア人を受け入れてきたなどの声明が引用されているが、これらはむしろ短期契約労働者としての受入 可能性が高い（参考文献②） 。　
ＥＵ・トルコ協定では、シリア





日したヨルダンのアブドゥッラー国王に対して、安倍晋三首相はインフラ整備などで約三〇〇億円の円借款を約束 （ 『日本経済新聞』 一〇月二七日付） 。こ ような、難民受入国からみても長期的に利益のある形での支援は、近年一般化しつつある。　
しかし移民／難民の自国内での
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